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KEIJU's Choice

弱冠19歳にして、その類稀な歌唱力によってグローバルなR&Bシーンの最前線を行くシンガー・RIRI。前作に続き高い評価を受
けたセカンド・アルバム『NEO』から半年足らず、早くも新作『Summertime EP』を完成させた。資生堂「アネッサ」のCMソン
グとして話題の表題曲は、昨年リリースのデビューアルバム『分離派の夏』で脚光を浴びた小袋成彬によるプロデュースだ。
そんな“Summertime”でラップを披露しているのがKANDYTOWNのラッパーであるKEIJU。個性的なスタイルと幅広い活動で
知られる彼が、RIRIの新作と同日に『heartbreak e.p. (deluxe edition)』をリリースする。同作はKEIJUのメジャー初フィジカル作
として注目を集めている。
RIRIとKEIJU——“Summertime”で繋がった新世代アーティスト2人に〈未来ノ和モノ〉というテーマの質問に答えてもらった

RIRI x KEIJU interview そのサウンドは、機能性を損なわずに時代を超越する。
そのサウンドは、新たな機能性を見出だされ時代を超越する。
20年後、30年後、世界中の音楽ディガーに発見され、興奮し、語り継がれる日本の音楽。
フロアを揺らす音楽。決して消費される事のない音楽。音楽はタイムマシン。
盤は回り、そのサウンドは未来へと繋がって行く。

『Summertime EP』
RIRI

アップカミングなアーティストとのコラボレーション曲を多数収録
RIRI, KEIJU, 小袋成彬が集結したスペシャルユニットで話題の資生堂「アネッサ」CMソング
2019のエレガントでポップなサマーチューン“Summertime”、現在韓国国内において、アップカ
ミングな若手ラッパーの最有力とも評されるJunofloを客演に迎えた“luv luv feat. Junoflo”など
現在のストリーミングシーン、日韓ストリートシーンを賑わすアーティストとのコラボレーション曲が多
数収録されたEP！
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『heartbreak e.p. (deluxe edition)』
KEIJU

オカモトレイジ、YDIZZY、AAAMYYY、YZERRら参加の完全生産限定EP
2019年2月に配信されたEPへ新曲を加え、完全生産限定盤としてCDでリリース！Jin Dogg、Lil 
YamaGucci、オカモトレイジ（OKAMOTO’S）、YDIZZY、Lil’Yukichi、AAAMYYYなど豪華アー
ティストが参加。またボーナストラックとして未発表テイク3曲が収録。“Right Now feat. KEIJU, 
YZERR”はこのCDの為だけに施されたNEW MIXとなっている。小袋成彬プロデュースでRIRIと
共に、資生堂「アネッサ」CMへの参加するなど話題となっているKEIJU注目のソロ作品。
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—— 未来や世界のリスナー／ユーザーに向けた本作の聴きどころは？

RIRI「今回の『Summertime EP』は、日本内外のアーティストの皆さ
んとコラボレーションした作品集になっています。目覚めの朝から、爽
やかな昼下がり、夕暮れ、夜のチルタイムまで休日のステキな一日をイ
メージしたEPとなっています！」
KEIJU「今回の『heartbreak e.p. (deluxe edition)』は、配信では収
録されなかった“so sorry”という曲が英語に挑戦している曲なので海外
の方は少し楽しみやすくなっているかと思います。
自分の音楽は、頑張っている若者に共感されるものでありたいと思っ
ているので若い子がこれを聞いて何かの活力にしてくれたら嬉しい」

—— 今後の日本の音楽シーンや世界のシーンの展望について教えてください。

RIRI「私は16才からアメリカで楽曲制作をしていますが、感じる事は、
今まで世界的なアーティストは限られた国の人が多かったですが以前
よりも扉が開かれている感じがします」
KEIJU「ジャンルにとらわれず、聞いたらKEIJUの音楽だと分かっても
らえるような自分。というものを確立していきたい」

—— 日本人の感性や音楽で優れていると思われる部分は？

RIRI「泣です！　日本には演歌という日本独自の音楽があるように、世
界に比べて泣きの感性が日本人はとても優れていると思います」
KEIJU「切なさや儚さ、みたいなものを表現するのは日本人は優れて
いると思います」 

—— そういったなかで、RIRIさんはどう存在していきたいですか？

RIRI「私は目標は高く、グラミー賞を受賞する！という目標を掲げて活
動しています。硬い扉を開き、日本人として世界で活躍するアーティス
トを目指し、その活動を通じて夢にチャレンジする仲間を増やせるような
存在になれたら幸せです」
KEIJU「今という瞬間を大事にして、ただただ表現することを続けてい
けたらと思います」

RIRI × KEIJU 新作のロング・インタヴューは
mikiki.tokyo.jp にて！
http://mikiki.tokyo.jp/articles/-/21421
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